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研究成果の概要（和文）：　本研究は、敦煌・吐魯番出土文献研究で等閑視されてきた、小断片を多く含むコレ
クションに着目し、それらがコレクションを越えて接続する事例を多数発見することによって、新しい東アジア
古文書学を切り開くことを目的としてきた。漢文仏典、ウィグル語文書、法典文書、梵文仏典、医書、文学書な
ど広範なジャンルにおいてコレクションを越えて接合する事例が確認され、各探検隊の行動調査とあわせて、従
来より広い視点に立つ史料学的手法が確立された。
　またコレクションを越えて接合する事例が生じる理由として、現地における複数の探検隊による分割購入に由
来するという考え方は間違いないという結論に達した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we focus on collections containing many small fragments, 
which were excaveted in the Silk Road, which many researchers have been setted aside a long time, 
and find out a large number of cases where the documents collate across collections.Thus we create a
 new Paleography in East Asia. There are many cases of rejoining across collections in a wide range 
of genres, such as Chinese Buddhist scriptures, Uyghur texts, legal texts, Sanskrit texts, medical 
books,and so on. In addition to that, through investigation of expeditionary party diary, we 
establish how to handle historical documents. It is concluded that the reason why the documents 
rejoin across the collections  is due to split purchases by multiple expeditionary teams in the 
field.

研究分野： 敦煌吐魯番学、日唐比較法制史

キーワード： 比較史料学　吐魯番出土文書　敦煌文書　マンネルヘイム・コレクション　東アジア古文書学　シルク
ロード探検隊

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで注目されてこなかったコレクションや新発見の出土文献群の全体像を正確に把握し、高精細画像など
精緻なデータを集積しながら、断片接合事例を多数見いだしたことにより、これまで断片であるとして無視され
てきた多くの史料の活用法を確立することができた。またフィンランドのマンネルヘイムの探検日記を主たる素
材として、原本調査による探検隊の活動を明確にする手法も確立した。こうした手法は今後様々な分野で応用さ
れるものと思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) これまでの在欧敦煌・吐魯番出土文書の研究は、まとまった文献を多く含むロンドンやパ
リなどのコレクションを中心とするものである。一方で多数の断片群からなるベルリンのコレ
クションについては、断片故の扱いにくさと研究効率の悪さから、これまであまり注目されて
こなかった。そのため貴重な史料が未紹介のまま埋もれていることすらあった。そこで本研究
グループは、ベルリンの吐魯番出土世俗漢文文献断片群を中心に、それぞれがいかなる典籍類
ないし文書類に属するものであるかについて比定研究を続け、その後もその成果を今後の新た
な研究素材として学界に提供し続けてきた。 
 
(2) こうした調査・整理の過程で、断片といえども、典籍の比定ないし文書の実態が明らかに
なれば、驚くべき成果をあげることを経験してきた。そうしたなかで、このベルリンの断片群
と密接な関係を持つ断片群が、各地の他のコレクション中に多数存在していることに気が付い
た。具体的には、ベルリンのコレクション中の断片とヘルシンキ・イスタンブル・サンクトペ
テルブルク・旅順などのコレクション中の断片が相互に接続する例が確実に多数存在する可能
性を明らかにしつつあった。それは主に仏典を中心とするものであるが、大蔵経データベース
と我々の作成した断片データベースを組み合わせることによって、断片相互の、大蔵経という
巨大な史料群内における相対的位置情報を取得することで、効率的に接続統合させることが可
能になってきていた。この手法を援用して、既知の各コレクション中の断片全体をデータベー
ス化すれば、コレクションを越えて様々な断片を繋ぐことができるはずである。 
 
(3) 以上の手法は、仏典をベースに確立したものであるが、世俗文書についても、同様のコレ
クションを越えた接続例が報告されつつあった。ただ世俗文書は仏典とは異なり定型文ではな
いため、単純にコレクションを越えた接続事例を見出すことは容易ではない。しかし仏典デー
タによって明らかにされたコレクション相互の接続関係をもとに、コレクション相互の関係あ
るいはコレクション内の分類関係から、世俗文書の断片がつながる可能性を検討すべき対象を、
かなり絞り込むことが可能になると考えられた。一方で、正確なテキストデータのデジタル化
を促進すれば、さらにその対象を絞り込むことが容易になる。本研究グループが、これまで構
築してきた内部データベース類をさらに精致に整えて対象を拡大していけば、コレクション内
はもとより、コレクションを越えて接続する断片がさらに見出されていく可能性は高いと考え
られた。 
 
２．研究の目的 
(1) 研究背景について上記したような、地道な作業を繰り返していけば、ベルリンやその他の
大規模コレクションを中心とする吐魯番・敦煌（出土）文書・文献の新たな史料群を総体とし
て提示することができるようになるはずである。このことは、歴史学界において他分野にも転
用しうる新たな史料学の方法論の提示となるばかりか、東アジア世界における古文書研究に新
たな素材を、しかも同時代の原文書という形で具体的に相当量提供しうる可能性がある。そし
てこれらが様々な分野の基礎史料ともなり、その研究発展に幅広く寄与できることを目指した
い。 
 
(2) 本研究では、これまで十分に利用されていない断片主体のコレクションの実態を、まずは
高精細の画像付デジタル・データとして収集し、それを研究者に素材として開放することと、
それに加えて漢字文献情報処理の手法、仏典解析の方法、さらには出土遺物と出土地との関係
を踏まえた日本の歴史考古学の手法などを総合して断片群を再整理し、原史料の姿をできるだ
け復原していくという、従来の吐魯番・敦煌文書研究にはほとんど適用されてこなかった、学
際的研究方法を試みることをも目的とする。こうした手法が成功すれば、単に敦煌・吐魯番学
にとどまらず、他の史料群の分析にも幅広く適用できる可能性が高く、史料学の革新を可能に
できるはずである 
 
(3) 吐魯番・敦煌学特有の問題として、各探検隊の調査記録を、史料入手の具体的経路に着目
しながら相互に比較することを目指す。これはこれまでほとんどなされたことがない試みで、
それによって、複数の探検隊の間でいくつかの断片がなぜ接続するのかという背景を解明する
ことをも目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 調査・整理・研究の対象は、主に欧州・中国各地所在の様々な敦煌・吐魯番文書コレクシ
ョンとする。これまで様々な機会を利用しておおよその調査を終えているものは、史料群の 
一つの中核となることが想定されているベルリン・コレクション（ベルリン国立図書館、ベル
リン＝ブランデブルク科学アカデミー、アジア芸術博物館に分蔵）、ヘルシンキのマンネルヘイ
ム・コレクション（ヘルシンキ国立図書館保管）、旅順の大谷文書（旅順博物館所蔵）などであ
るが、今回新たな発想に基づき、断片類の接続関係を確定するため、その補充調査を行う。 
 
(2) またベルリンの断片との接続が確実視されているイスタンブル（イスタンブル大学所蔵）、



サンクトペテルブルク（東洋写本研究所）については写真による調査を少しずつ進めてきたが、
新たに、できる限りではあるがより高精細なデジタル写真を確保すると共に、実地に即した断
片研究を促進する。 
 
(3) 一方、これまで栄新江ないし西脇常記らによって、その概要のみしか紹介されていないコ
レクションが欧州にあり、さらには研究代表者・小口雅史のドイツ在外研究中の内部調査によ
り、両氏が全く触れていないコレクションがまだ欧州にいくつか存在することも明らかになっ
ている。これらについては、現地調査とその高精細写真を入手して研究素材とする。 
 
(4) 以上をもとにして、調査終了後は、速やかに写真とデジタルテキストを整備し、総合的な
データ整理を完成し、断片接続の可能性を追究していく。こうした作業によって、既知・未知
の文書群の、断片接続・統合を通じた相互関係を明らかにし、東アジア古代史研究に寄与しう
る新しい史料群の全体像を学界に提供していく。 
 
(5) 一方で、コレクションを越えて断片が接続することの歴史学的意味について究明を目指す。
その際、もっとも有効であると考えられるのが、各探検隊の調査記録の精査である。これらを
できる限り収集したうえで、邦訳がほとんど存在しないので、各分野の協力を仰いで翻訳を試
みながら、各探検隊の行動範囲とその史料収集内容、具体的な日時を詳細に把握する。これま
での研究により、コレクションを越えて断片が接続する理由の一つとして有力なのが「購入・
譲受」であることから、それらを逐一検証していく。この作業の繰り返しによって、当該問題
にも確かな解答を得ることを目指す。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究は、敦煌・吐魯番出土文献研究で等閑視されてきた、断片を多く含むコレクション
に着目し、それらがコレクションを越えて接続する事例（群際接合）を、まずはできるだけ発
見することを目指してきた。これまで注目されてこなかったコレクションや新発見の出土文献
群の全体像を正確に把握し、高精細画像など精緻なデータを集積しながら、断片接合事例を見
出してきた。蓄積してきた断片データの増加やその精度の向上と、高精細画像の活用法の向上
により、接合例の蓄積を毎年着実に進めることができた。 
 
(2) コレクションを越えて接合する事例が生じる事由を確定する作業も進み、その理由として
近年想定していた、現地における複数の探検隊による分割購入に由来するという考え方はほぼ
間違いないといえるレベルにまで達することができた。その確定のために重要なフィンランド
のマンネルヘイムの探検日記もとりあえず活字本で精読し、幸いにもその特別閲覧許可を得る
ことに成功し実現した、日記原本調査により、これまでの諸国語に翻訳された日記において見
出されていた購入日時のずれをただすことができ、従来の研究の誤りを訂正し購入日を確定す
ることもできた。 
 
(3) その成果の一端は、2017 年 11 月に旅順博物館で開催された“新疆出土文献与絲綢之路”
国際学術検討会において研究代表者および研究分担者全員が登壇する形で披露することができ
た。その成果については大方の賛同を得ることもでき、翌年、『絲綢之路与新疆出土文献－旅順
博物館百年紀年国際学術検討会論文集』（王振芬・栄新江主編）という形で公刊された。 
 
(4) これまでのこうした研究成果を統合すべく、2018 年 12 月に、ヘルシンキの国立博物館、
旅順博物館から吐魯番文書担当研究者を招聘し、本科研チームおよび関係研究者による合同総
括国際シンポジウム「断片がつなぐ世界各地の吐魯番出土文書コレクション」を東京と京都と
で、一般公開の形で開催し、一般参加者とともに議論を重ねて、その成果を共有することがで
きた。 
 その詳細は現在準備中の出版物で広く公開する予定であるが、漢文仏典、ウィグル語文書、
法典文書、梵文仏典、医書、文学書など広範なジャンルにおいてコレクションを越えて接合す
る事例が確認され、各探検隊の行動調査とあわせて、これまでより広い視点に立つ共同研究が
必要であり、それによって群際接合する史料の増加が確実視されるレベルにまで持って行くこ
とができた。また戸籍類がコレクションを超えて接続する可能性も確認できている。ただし日
記や探険隊の地図類は、各地にまだ膨大に残されており、その精査を進めれば、今後、新たな
展開も期待される。今回の研究の最終段階において、そうした作業のための素材を一通り公表
することができているが、引き続き接続例の充実拡大と探検隊日記の比較･精査を続けていきた
い。 
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